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①給食時間や授
業等における食
に関する指導の
実施回数

②北広島産の食
材を活用した学
校給食の提供回
数

①食に関する指
導の実施回数
94回

②北広島産の食
材を活用した学
校給食の提供回
数　83回（お米
については全て
北広島産を提
供）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-1-4 健やかな体を育てる教育の充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

食に関する学びの推
進事業

学校給食や教科等の時間を通して、児童
生徒が健康や正しい食に関する知識を学
ぶため、食の指導の充実を図るととも
に、赤毛種米等北広島産の食材を使用し
た学校給食の提供、郷土学習・地産地消
の推進に取り組む。

食の指導では生産者を外部講師
として招聘するなど、新たな取
組を行い、充実を図った。ま
た、北広島産の赤毛種米など、
学校給食に提供し、郷土学習・
地産地消の推進に取り組んだ。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

児童生徒が生涯にわたって健康を維持するためには、給食や関連する教科等を通して自分が健康を考える力を育むとことが重要であることから、引き続
き食の指導の充実を図る。また、今後も地元産食材を活用することによって郷土学習・地産地消の推進に取り組む必要があることから現状継続とする。


